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「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見

書」の採択を求める請願が不採択 (3/15 本会議) 

賛成討論 古市順子 

 現在、地域別最低賃金は最高が 1,072円、最低が 853円で

あり、格差是正を目的とする最低賃金法の下で格差が拡大す

るという異常事態となっている。最賃格差のために県境を越え

た労働力移動が発生し、若者の都市部への流出など地方経済

にも深刻な影響を与えていることから最低賃金制度を全国一

律制に改め、また中小企業が賃金を引き上げられるよう、国に

よる実効性のある支援拡充が必要である。 

反対討論 村越深典議員(壮志会) 

新型コロナウイルス感染症の流行に伴う経済の停滞、記録

的な物価高騰により各企業が経営の危機を感じている昨今の

状況下において、最優先すべきは雇用の維持と事業の継続で

あり、今最低賃金を全国一律制にすることは企業の不安感をあ

おり、雇用のバランスを崩してしまう可能性があることから、本請

願趣旨に基づく意見書を国へ提出することは時期尚早である。 

 

  

今年は夫が植えた花桃も

いつもより早く咲きました。

（４／１０） 

 

 ４月、桜も咲いて本格的な春の訪れとなりました。新年度も始まりました。 

 ４月９日投開票で行われた県会議員選挙は激戦でしたが、高村京子候補は「平和

を守ること、いのちと暮らしを守ることが最優先です。その思いを高村京子への一

票に託してほしい。」と訴えてきました。候補者カーへは特に若者、女性、子ども

連れの皆さんからのご支援が多いと感じました。支持が広がり、７期目の当選を第

2 位、上田市ではトップの好成績で果たすことができました。ご支援ご協力ありが

とうございました。身近な生活相談や、地域要望にも親身に応えてくれる頼りにな

る県会議員です。これからも市政・県政連携してがんばります。今後ともよろしく

お願いします。 

 ３月定例上田市議会は、３月１５日に閉会しました。上小地区労連から提出され

た「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願

は、私が賛成討論を行いましたが、賛成少数で不採択となりました。【賛成討論、

反対討論は下記に記載】私が所属する環境建設委員会の審査では、監査の指摘もあ

った半過の「上田道と川の駅交流センター」の指定管理者指定にあたり、経理の透

明性を求める等の附帯意見をつけました。 

 新年度が始まり、私も議員活動１８年目となります。様々な市政の課題、身近な

相談等、今年度もしっかり取り組んでいきたいと思います。（4/10） 

 

 

 

 

菅政権は政治モラルの退廃、政治の私物化と腐敗が一層あらわになり、国民の中

に怒りと不信が広がっています。多くの人が新しい政治を模索している中で「共闘

の力で政治は変えられる」という希望を信州から発信しましょう。（3/9） 

 

 

 

 

 

 

新年度より市は大幅な組織改正を実施。議会の委員会の所管

部署・名称も変更。また環境建設委員会副委員長の健康上の

理由による辞任により、古市順子が副委員長となりました。 

総務文教委員会  ⇒ 総務委員会 

産業水道委員会  ⇒ 産業環境委員会 

厚生委員会    ⇒ 教育厚生委員会 

環境建設委員会   ⇒ 市民建設委員会 
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問第８期上田市高齢者福祉総合計画における介護保険

料基準料は５，９０２円で、県内１９市中、３番目に高い。

令和５年度の第９期計画策定に向け、基金等を活用し、

基準額の引下げを検討すべきと考えるが見解はどうか。 

答 市としても、こうした介護給付費の増加に伴う介護保

険料の増加を抑制するには、介護保険基金の活用が必

要であると認識している。今後の介護給付費等を適正に

見込みつつ、介護保険運営協議会での審議を経なが

ら、第９期以降の貴重な財源として、介護保険基金の有

効な活用について検討していく。 

問市独自で実施している介護保険利用料助成金給付事

業（介護保険開始時から、当時は 50％軽減、現在は

20％）の利用者負担軽減を拡大すべきだが見解は？ 

答対象者数は、令和元年度が 556 人、２年度が 500 人、

３年度は 438 人。対象者数及び助成金額ともに減少傾

向です。一方今後、市内の高齢者人口は、2040 年まで

増加傾向にあることも推察され、対象者数がさらに増加

する可能性もある。今後については介護保険制度改正

の動向とともに、利用者数や助成金額等の状況を見な

がら、適正な利用者負担になるよう検討してまいりたい。 

 

 

３月議会一般質問の主な質問と答弁[古市順子] 

問令和５年度の国民健康保険税率について、令和４年度の

税率を据え置くという案が、上田市国民健康保険運営協

議会で承認されたが、県が保険料水準統一に向けて示す

標準保険料率はどうか。据置きとした検討経過はどうか。 

答県は、国保運営方針に基づいて、応能割を 49、応益割を

51 で標準保険料率を算定しているが、上田市の比率は、

応能割 51.5、応益割が 48.5となっている。基金が一定程

度確保できていること等、令和５年度は基金等を活用し、

税率を据え置くこととした。 

問子育て支援の観点から、国民健康保険基金を活用し子ど

もの均等割額の軽減を拡大すべきと考えるが、見解はどう

か。 

答低所得者世帯の応益割の負担軽減措置として、７割、５

割、２割の軽減措置が定められている。また県が策定した

保険税水準を統一するためのロードマップに基いて、県内

における減免基準の統一に向けての作業も始まっており、

現時点では市独自で子ども均等割軽減の拡大は極めて

難しいものと考えている。 

問上田市は短期保険証の発行が県内で一番多い。どのよう

な考えで発行しているか。長野市・松本市のように、低所

得者を対象から除外すべきと考えるが、見解はどうか。 

答過年度において国民健康保険税の滞納があり、定期的に

納税相談及び納税指導を行う必要がある方に対して、原

則として有効期間を６か月とする短期保険証を交付してい

る。被保険者間の税の公平性を保つことは大切なことと考

えているが、一方で滞納している方の生活状況等の把握

も進んできているので、短期保険証の交付基準について

は、他市の状況も勘案し、関係課とも協議しながら、緩和

等含めて研究をしてまいりたい。 

問上田市国民健康保険運営協議会における審議項目、委

員の人選はどうか。委員を対象とした研修機会等は設け

ているか。また公聴会を開催するなど、住民の意見が十

分反映される体制づくりが必要と考えるが、見解はどうか。 

答委員の構成については公益代表、保険医または保険薬剤

師の代表、被保険者の代表の３者を同数で構成。当市で

は、各区分の代表が５人ずつと被用者保険を代表する委

員が２名の合計 17 人で構成がされている。研修等は、毎

年度第１回の協議会で新たな制度についても説明を行っ

ている。住民の意見を反映するため国保の被保険者の委

員は公募により選出をしており、公聴会等の開催は考えて

いない。 

問新型コロナ第８波において、サービス利用の中止等から、

市内の介護事業所の運営に対する影響は少なくなかった

と考えられるが、市では状況をどのように把握し、対応して

いるか。 

答令和５年２月20日現在で66施設、感染者は施設利用者

と職員を合わせ 1,096 人。事業を一時的に休業した高齢

者施設は、通所施設等を中心に 17 施設。市では衛生用

品の配布に努めてきた。また市の独自支援策として、非接

触型自動水栓へ改修工事を行う場合の補助金支給や、

介護事業所へ支援金を支給してきた。 

 

 

 

前号からの活動報告 

３ /３１  県会議員選挙告示日 

       真田有線放送電話閉局式 

４ / １  竹室神社大祭宵祭り 

４ / ２  竹室長寿会役員会 

４ / ９  県会議員選挙投開票日 

４ /１０  上田駅前宣伝 

       上小東御生活と健康を守る会理事会 

これからの予定（４/１０現在） 

４ /１１   生活保護について相談、福祉課へ 

４ /１２   上田市議会市民建設委員会協議会 

４ /１５   陽だまりネット昼食交流会 

４ /１６   上田市消防団本原分団総会 

 


